
東
レ
や
ト
ヨ
タ

産
学
で
量
産
技
術

東
レ
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
一
の
開
発
を
始
め
る
。
加
工
技
一
る
メ
ド
が
立
っ
た
。
重
量
を
一
す
る
先
端
素
材
を
活
用
し
、

東
京
大
学
な
ど
は

7
月
か

一術
な
ど
の
研
究
が
進
み
、

2
一6
割
減
ら
し
つ
つ
安
全
性
の
一
環
境
対
応
車
の
国
際
競
争
力

ら
、
軽
く
て
強
い
炭
素
繊
維

一0
1
0年
代
後
半
に
は
量
産
一
高
い
自
動
車
を
初
年
に
も
実
一
を
高
め
る
狙
い
だ
。

を
全
面
的
に
使
っ
た
自
動
車
一
車
向
け
に
部
品
を
供
給
で
き

一用
化
す
る
。
日
本
が
得
意
と
一
炭
素
繊
維
は
鉄
の
4
分
の

ー
の
軽
さ
な
が
ら
叩
倍
の
強

度
が
あ
る
。
自
動
車
に
採
用

す
れ
ば
、
燃
費
が
4
割
以
上

改
善
す
る
と
い
う
。
部
品
に

加
工
し
た
と
き
の
価
格
が
鉄

の
叩
倍
以
上
あ
る
た
め
、
採

用
は
一
部
の
上
級
車
に
限
ら

れ
る
が
、
米
ゼ
ネ
ラ
ル

・
モ

ー
タ
ー
ズ
が
量
産
車
へ
の
採

用
を
目
指
す
な
ど
導
入
の
動

き
も
始
ま
っ
て
い
る
。

共
同
開
発
に
は
、
三
菱
レ

イ
ヨ
ン
や
帝
人
子
会
社
の
東

邦
テ
ナ
ッ
ク
ス
(
東
京

・
千

代
田
)
、
日
産
自
動
車
、
本

田
技
術
研
究
所
、
三
菱
自
動

車
工
業
、
ス
ズ
キ
、
名
古
屋

大
学
な
ど
も
加
わ
る
。
経
済

産
業
省
は
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
支
援
し
、
今
年
度

に
約
羽
億
円
、

5
1叩
年
間

で
数
百
億
円
を
助
成
す
る
。

炭
素
繊
維
は
原
材
料
づ
く

り
や
加
工
が
難
し
い
な
ど
の

欠
点
が
あ
る
。
東
大
と
炭
素

繊
維
各
社
は
こ
う
し
た
課
題

を
克
服
す
る
基
盤
技
術
で
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。
東
大
と

名
大
に
設
け
た
拠
点
で
量
産

用
技
術
を
確
立
し
、
部
品
な

ど
の
コ
ス
ト
は
現
在
主
流
の

鉄
並
み
に
引
き
下
げ
る
。

鉄
を
置
き
換
え
る
だ
け
で

は
重
量
は
3
割
し
か
減
ら
な

い
た
め
、

6
割
の
軽
量
化
を

目
指
し
、
炭
素
繊
維
に
適
し

た
車
体
や
車
台
を
設
計
す

る
。
エ
ン
ジ
ン
周
辺
や
軸
受

け
部
な
ど
は
摩
擦
や
熱
に
強

い
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
有

利
と
さ
れ
、
用
途
や
コ
ス
ト

を
見
極
め
な
が
ら
、
炭
素
繊

維
の
採
用
が
進
む
見
通
し
。

東
レ
経
営
研
究
所
に
よ
る

と
、
炭
素
繊
維
の
世
界
市
場

は
日
年
で
約
4
万
J
で
、
自

動
車
向
け
は

2
0
0
oJ
程

度
。
日
年
ご
ろ
か
ら
拡
大
し

初
年
代
に
は
数
万
J
に
な
る

と
予
測
し
て
い
る
。
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